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小 のかべの表面積が大きくな
り，養分を吸収しやすくなる点。
 水だけでは，でんぷんが変化しな
いことを確かめるため。

そ えき

ヨウ素液
青むらさき色
イ，キ，ク

1   Ａはかん臓
ぞう だい

，Ｂは小腸，Ｃは大 腸
ちょう

，
Ｄは食道，Ｅは胃，Ｆはすい臓

ぞう

です。
・ 口から入った食べ物は，食道

→ 胃 → 小腸 → 大腸と通り，吸収され
なかったものがこう門から出されます。
これらの食べ物が通る管をまとめて，消
化管といいます。

①胃は，胃液を出し，たんぱく質
を消化します。胃液は酸性の消化液です。
②食道は，食べ物を胃へ送るはたらき
をしています。
③小腸は，だ液や胃液などで消化され
たものを，さらに細かく消化します。そ
して，その消化した養分を吸収します。
④大腸は，おもに水分を吸収します。
・ 小腸のかべの内側には小さなひ

だがたくさんあります。このひだをじゅ
う毛といいます。このじゅう毛があるこ
とで，小腸のかべの表面積が大きくなり，
養分をより効率よく吸収できるようにな
ります。

2 でんぷんのりをうすめるときに使
えい

響
きょう

用した水が，この実験に影 をあたえ
ていないということを確かめる必要があ
ります。

・ でんぷんがあるかどうかを調べ
るためには，ヨウ素液を使います。ヨウ
素液は黄かっ色の液体ですが，でんぷん
と反応することで，青むらさき色に変化
します。そのため，でんぷんがあれば青
むらさき色，でんぷんがなければ元の黄
かっ色になることで，でんぷんがあるか
どうかを調べることができます。

試験管Ａ，Ｂ，Ｅ，Ｆにはでんぷん
が残っており，試験管Ｃ，Ｄにはでんぷ
んが残っていないことがわかります。試
験管ＡとＤを比べることで，放置してお
いただけ（Ａ）ではでんぷんはちがうも
のに変化せず，だ液のはたらき（Ｄ）に
よって，でんぷんがちがうものに変化し
たことがわかります。

　　また，試験管Ｂ，Ｄ，Ｅを比べるこ
とで，温度が低くても（Ｂ）高くても
（Ｅ），だ液がはたらかず，40℃くらい
（Ｄ）ではたらくことがわかります。そ
して，試験管Ｃの結果から，0℃のだ
液を，40℃にするとはたらくようにな
り，試験管Ｆの結果から，80℃のだ液を，
40℃にしてもはたらくようにはならな
いことがわかります。
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てこのはたらき

1   ①　16　　②　150
③ 20　　④　150

2   ①　250　　②　200
3   260ml 30秒後

左側へ 50cm

1   てこは，支点の左右で棒をかたむけ
るはたらきが等しいときに，水平につり
合います。棒をかたむけるはたらきは「お
もりの重さ×支点からのきょり」で表す
ことができます。
① 200×24＝300×□となり，□

＝ 16（cm）になります。
②右側には 2つおもりがつり下げて

あるため，それらをたし合わせたものが，
棒をかたむけるはたらきになります。□
×16＝100×8＋100×16となり，
□＝ 150（g）になります。
③棒の全体の長さは 45cmなので，

右のうでの長さは（45－□）cmとおく
ことができます。よって，150×□＝
120×（45－□）となり，1.25×□
＝ 45－□より，2.25×□＝ 45から，
□＝ 20（cm）になります。
④上の棒の右はしには，下の棒につ

いているおもりの重さがすべてかかりま
す。よって，□× 10＝（40＋ 60）×
15となり，□＝ 150（g）になります。

2   ①重心が棒の中心，つまり，棒の右
はしから 20cmの点にあるので，支点
から左側へ 10cmの点に 100gのおも
りがつり下げられているのと同じ状態に
なります。そのため，左側に棒をかた
むけるはたらきは，おもりと棒の重さ
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の 2つのはたらきをたし合わせて，50
× 30＋ 100× 10＝□× 10となり，
□＝ 250（g）になります。
②重心が棒の中心，つまり，棒の右は

しから 12cmの点にあるので，支点か
ら左側へ 6cmの点に□ gのおもりがつ
り下げられているのと同じ状態になりま
す。よって，50×18＋□×6＝350
× 6となり，□＝ 200（g）になります。

3 つり下げているものがおもりで
あっても，水の入ったビーカーであって
も，計算方法はかわりません。ビーカー
に入っている水の重さを□ gとすると，
200× 18＝（100＋□）× 10とな
り，20× 18＝ 100＋□より，□＝
260（g）になります。水 1mlの重さ
は 1gなので，ビーカーに入っている水
は 260mlになります。

棒が水平につり合うときにビーカー
に入っている水の重さを□ gとすると，
300× 15＝（100＋□）×18となり，
250＝ 100＋□より，□＝ 150（g）
になります。よって，ビーカーに入って
いる水は 150mlになり，棒が水平に
つり合うまでにかかる時間は，150÷
5＝ 30（秒）になります。

Ｂくんのほうが体重が重いため，
シーソーの支点から同じきょりに座る
と，シーソーはＢくんの側にかたむきま
す。そのため，Ａくんは左側にシーソー
をかたむけるはたらきを大きくするため
に，左側へ動くとよいことがわかります。
シーソーがつり合ったとき，Ａくんは
支点から□ cmの所に座っていたとする
と，30×□＝40×150となり，□
＝200（cm）です。よって，200－
150＝50（cm）から，Ａくんは左側
へ 50cm動くとよいことになります。



月の動きと太陽

1 ①　太陽 ② ○ ③ 月
④ ×　　⑤　月

2

3

太陽　　 月
375000km
日食　ア　　月食　ウ
11mm
月　1.2m　　太陽　461.5m

1 ①太陽は自分自身で光を出してかが
やいていますが，月は自分自身で光を出
さず，太陽の光をはね返すことで光って
います。
②月も太陽も，同じように東からの

ぼり，南の空を通って西へとしずみます。
③月の表面は固い岩石や砂などから

できています。そして，その表面には，
クレーターとよばれる丸いくぼみがたく
さん見られます。一方，太陽には固い地
面はありません。
④月は夜だけでなく，昼に見られる

こともあります。満月に近い形の月ほど，
おもに夜に見られ，新月に近い形の月ほ
ど，昼に見ることができます。
⑤ 宇

う ちゅう

船
せん

1969年にアメリカの 宙 ア
宇
う

ひ
ポロ

し
11号が初めて月へ着陸し， 宙

ちゅう

飛行
こう

士が月の地面を歩きました。一方，
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太陽はきょりが遠いだけでなく，表面の
温度が約 6000℃ほどもあるため，人
が行ったことがありません。

同じきょりにあるものは，実際の大
きさが大きいものほど，見た目の大きさ
も大きく見えます。そのため，もし月と
太陽が，どちらも地球から同じきょりにあ
るのであれば，実際の大きさが大きい太
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陽のほうが大きく見えることになります。
同じ大きさのものは，近くにある

ものほど大きく見えます。例えば，飛行
機を近くで見るととても大きく見えます
が，空を飛んでいる飛行機は小さく見え
ます。それと同じことが，月や太陽でも
いえます。そのため，もし月と太陽が同
じ大きさであれば，近くにある月のほう
が大きく見えることになります。

  2倍の大きさのものが，2倍のきょ
りにあるとき，見た目の大きさが同じに
見えます。同じように，400倍の大きさ
のものは，400倍のきょりにあるとき，
見た目の大きさが同じに見えます。地球
から太陽までのきょりは 1億 5000万
kmなので，地球から月までのきょりは
1億5000万÷400＝375000（km）
と計算することができます。

日食は，太陽が月にかくれて見え
なくなる現象なので，太陽と地球の間に
月のあるアのときに起こります。月食は，
月が地球のかげで太陽の光があたらなく
なる現象なので，太陽と月の間に地球の
あるウのときに起こります。

3 地球の直径の 1 万 3000km を
しゅく

小
しょう

4cm（＝ 40mm）に縮 しているの
で，月の直径も同じように縮小すると，

3500
13000× 40＝ 10.7…→ 11（mm）

　になります。
  4cm＝ 0.04mなので，地球から
月までのきょり（38万 km）は，
380000
13000 ×0.04＝1.16…→1.2（m）

になり，地球から太陽までのきょりは，

150000000
13000 ×0.04＝461.53…

→ 461.5（m）になります。
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